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“税務の職場”
何でも110番
zenkokuzei@aol.com

全
国
税
は
、
職
場
で
起
こ
っ
た

問
題
を
解
決
す
る
た
め
「
税
務

の
職
場
、
何
で
も
一
一
○
番
」

を
常
時
設
置
し
て
い
ま
す
（
電

話
と
Ｆ
Ａ
Ｘ
は
上
記
の
番
号
ま

で
ど
う
ぞ
）。

◇ 全国税ホームページ ◇
http://www.kokko-net.org/zenkokuzei
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も
っ
と
胸
を
は
る
べ
き
だ
」

（
米
倉
弘
昌
日
本
経
団
連
会

長
『
北
海
道
新
聞
』
３
月　
17

日
付
）。
財
界
ト
ッ
プ
の
非

科
学
的
で
無
責
任
な
発
言

を
、
脱
原
発
の
運
動
が
盛
り

上
が
っ
て
い
る
こ
の
時
に
、

思
い
出
し
た
▼
原
発
事
故
は

発
生
か
ら
す
で
に
８
ヵ
月
が

過
ぎ
た
が
、
い
ま
だ
収
束
の

気
配
も
な
い
▼
６
月
に
東
日

本
大
震
災
と
原
発
事
故
を
検

証
す
る
国
立
試
験
・
研
究
機

関
全
国
交
流
集
会
が
開
か
れ

た
。
記
念
講
演
を
行
っ
た
立

石
雅
昭
新
潟
大
学
名
誉
教
授

（
地
質
学
）
は
「
原
発
の
安
全

神
話
」
と
産
・
学
・
官
の
癒

着
、
科
学
者
の
社
会
的
役
割

を
述
べ
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

ヘ
の
転
換
の
必
要
性
を
指
摘

し
て
い
る
▼
世
界
中
の
技
術

者
の
知
恵
と
力
を
結
集
し
て

ほ
し
い
。

「
千
年
に
一

度
の
津
波
に

耐
え
て
い
る

の
は
素
晴
ら

し
い
。
原
子

力
行
政
は
、

〈
出
題
〉
九
段　

石
榑
郁
郎

黒
先

〈
ヒ
ン
ト
〉

直
接
攻
め
る
の
は
失
敗
し
ま

す
。
一
手
目
が
好
手
で
す
。

（
8
分
で
二
、
三
段
以
上
）

　

憲
法
違
反
の
人
勧
見
送
り

　
　
　
　

何
ら
道
理
な
き
閣
議
決
定
は
廃
案
に

　
  　

・　

中
央
行
動

11

10

全
国
か
ら
上
京
団
が
結
集

あらゆる賃下げに反対

　

ア
メ
リ
カ
で
は
１
％
の
富

裕
層
の
平
均
年
収
は
８
４
０

０
万
円
。
１
億
世
帯
は
２
３

０
万
円
と
い
わ
れ
て
お
り
、

大
企
業
経
営
者
や
資
産
家
な

ど
の
「
１
％
の
富
裕
層
」
に

　

憲
法
違
反

　

１
９
８
２
年
の
「
人
勧
凍

結
」
の
際
、「
人
事
院
勧
告
が

将
来
へ
の
明
確
な
展
望
を
欠

い
た
ま
ま
相
当
の
期
間
に
わ

た
り
完
全
に
実
施
さ
れ
な
い

よ
う
な
状
態
」
は
〝
違
憲
状

態
と
な
る
〟
と
の
最
高
裁
判

例
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
閣

議
決
定
は
、
平
成　

年
ま
で

25

の「
相
当
な
期
間
に
わ
た
り
」

人
勧
に
よ
ら
な
い
賃
下
げ
法

案
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
憲
法

違
反
は
明
ら
か
で
す
。

　

し
か
も
、
労
働
基
本
権
の

代
償
措
置

で
あ
る
人

勧
を
棚
上

げ
し
、
人

勧
を
経
な

い
賃
下
げ

を
強
行
す

る
の
で
、

「
憲
法
違

反
を
わ
ざ

わ
ざ
選
ん

だ
」
こ
と

に
も
な
り

ま
す
。
公

　

政
府
は　

月　

日
（
金
）、
第
１
７
９
臨
時
国
会
で
の
公
務
員
賃
金
関
連
法
案
の

10

28

取
扱
い
に
つ
い
て
閣
議
決
定
を
行
い
ま
し
た
。
閣
議
決
定
は
、
①
２
０
１
１
年
人

事
院
勧
告
に
基
づ
く
賃
金
改
定
を
見
送
り
、
②
政
府
作
成
の
賃
下
げ
法
案
の
早
期

成
立
を
め
ざ
す
、
こ
と
を
内
容
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
重
大
な
憲
法
違
反
の
閣

議
決
定
で
あ
り
、
国
会
で
も
〝
す
ん
な
り
〟
通
る
代
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃

姶逢 娃娃娃娃娃娃娃娃

務
員
賃
金
の
〝
専
門
家
〟
た

る
人
事
院
も
、「
憲
法
違
反

の
懸
念
が
あ
る
」
と
反
発
し

て
い
ま
す
。

　

人
勧
の
内
枠
？

　

政
府
は
、
人
勧
が
▲
０
・

　

％
の
賃
下
げ
幅
、
政
府
の

23法
案
が
▲
７
・
８
％
と
、
政

府
案
の
方
が
〝
下
げ
幅
が
大

き
い
〟
こ
と
を
理
由
に
、「
人

事
院
勧
告
は
政
府
案
の
内

枠
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
人
事
院
勧
告

は
、
①
労
働
基
本
権
の
代
償

措
置
で
法
律
根
拠
が
あ
る
こ

と
、
②
給
与
改
定
は
官
民
比

較
で
科
学
的
に
算
出
す
る
こ

と
、
③
賃
下
げ
前
提
の
制
度

で
は
な
く
民
間
賃
金
状
況
で

は
賃
上
げ
も
あ
り
得
る
、
と

い
う
性
格
の
も
の
で
す
。
政

府
案
は
、
①
憲
法
違
反
で
法

的
根
拠
な
し
、
②
根
拠
な
き

〝
思
い
つ
き
〟
賃
下
げ
率
、
③

賃
下
げ
前
提
、
で
あ
り
、
決

し
て
「
内
枠
」
と
は
い
え
ま

貧
困
と
格
差
を
打
ち
破
れ
！

　
　
　
  
世
界
に
広
が
る　

％
の
声

99

 10月23日

 青年大集会でも

会
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
説
『
ト
ッ
カ
ン
』
主
人

公
の
「
ぐ
ー
子
」
は
「
公
務

員
に
な
れ
て
よ
か
っ
た
」
と

語
り
ま
す
が
、
現
実
の
職
場

は
年
収
3
0
0
万
円
以
下
の

青
年
層
が
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ

ン
等
で
食
費
を
倹
約
し
て
い

る
の
が
実
態
で
す
。
一
方
、

フ
リ
ー
タ
ー
で
働
く
我
が
子

を
持
つ
職
員
も
多
く
い
ま

す
。〝
根
っ
子
〟
は
同
じ
で

す
。

　

連
合
・
国
税
労
組
は
、
民

主
党
政
権
と
一
体
と
な
り
、

公
務
員
の
賃
下
げ
を
強
行
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
賃
下

げ
に
よ
る
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル

を
断
ち
切
る
た
め
に
、
一
人

ひ
と
り
が
賃
下
げ
反
対
の
声

を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

若
者
た
ち
が
動
け
ば
社
会

は
変
わ
り
ま
す
。
全
国
税
に

加
入
し
、
一
緒
に
立
ち
上
が

り
ま
し
ょ
う
。

せ
ん
。
こ
れ
は
、
今
回
の
閣

議
決
定
を
受
け
た
人
事
院
自

ら
「
勧
告
と
財
源
捻
出
の
法

案
を
一
緒
に
考
え
る
の
は
お

か
し
い
」
と
言
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
も
明
ら
か
で
す
。

批
判
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
・
ウ
ォ
ー
ル
街
で

始
ま
っ
た
格
差
と
貧
困
に
抗

議
す
る
〝　

％
デ
モ
〟
が
世

９９

界
各
地
に
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

日
本
で
も
、
課
税
所
得
5

0
0
0
万
円
以
上
の
高
額
所

得
者
が
約
4
万
人
。
彼
ら
の

減
税
の
総
額
は
1
兆
2
0
7

2
億
円
に
の
ぼ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
法
人
を
み
た
場
合

で
も
2
0
0
8
年
ま
で
の　
10

年
間
に
赤
字
国
債
の
増
加
額

に
匹
敵
す
る
約
2
5
2
兆
円

の
内
部
留
保
が
増
加
し
て
お

り
、
特
に
わ
ず
か
０
・　

％
２８

の
大
企
業
が
全
産
業
の　

％
５６

に
あ
た
る
内
部
留
保
を
抱
え

て
い
ま
す
。

　

儲
け
て
い
る
企
業
が
労
働

者
や
下
請
け
に
分
配
せ
ず
、

高
額
な
役
員
報
酬
や
株
主
配

当
を
支
払
い
、
減
税
に
よ
り

さ
ら
に
内
部
留
保
で
た
め
込

む
。
こ
の
構
造
は
ア
メ
リ
カ

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
反
貧
困
・
賃
下
げ
反
対
」

を
呼
び
か
け
、
首
都
圏
青
年

ユ
ニ
オ
ン
が
都
内
で
集
会
を

開
き
、　

日
に
は
青
年
大
集

23

全国税加入でチェンジ全国税加入でチェンジ！！
 君も社会変革の奔流へ！

「利潤よりも人間を」などのプラカードを掲げてデモ

東京・明治公園で開かれた集会には全国から4800人の青年が参加した。

28日、「賃下げ反対」の旗を掲げた総務省前抗議行動

本
日
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き
ん
き
ア
ラ
カ
ル
ト
よ
り

【
近
畿
地
連
】

○
各
署
で
厚
生
委
員
会
が

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
昨

年
度
、
あ
る
署
は
健
康
管

理
費
と
保
健
経
理
厚
生
費

の　

％
も
返
納
し
て
い
る

50
そ
う
で
す
。

○
全
管
ソ
フ
ト
は
ブ
ロ
ッ

ク
予
選
も
土
日
に
万
博
公

園
で
や
っ
て
い
る
。
練
習

も
、
会
場
ま
で
の
交
通
費

も
全
て
自
己
負
担
に
な
っ

て
い
る
そ
う
だ
。
局
の
行

事
に
署
の
代
表
と
し
て
参

加
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、

当
日
の
交
通
費
・
昼
食
く

ら
い
は
厚
生
費
か
ら
出
せ

な
い
の
か
？　

お
か
し
い

よ
な
？

○
9
月
に
な
り
売
掛
金
を

差
押
さ
え
ら
れ
た
納
税
者

が
怒
鳴
り
込
ん
で
い
る
。

受
験
勉
強
さ
な
が
ら
…

【
東
海
・
名
古
屋
東
分
会
】

　

Ｊ
署
発　

経
費
削
減
の

た
め
昼
の　

時　

分
に
な

12

15

る
と
来
客
ブ
ー
ス
以
外
の

場
所
は
消
灯
し
ま
す
。
昼

休
み
は
真
っ
暗
で
す
。

　

時
間
差
で
仕
事
を
す
る

者
は
、
卓
上
蛍
光
灯
を
配

布
さ
れ
、
そ
の
様
子
は
受

験
勉
強
さ
な
が
ら
の
学
生

で
す
。
事
務
室
で
新
聞
も

読
め
な
い
、
食
事
も
ま
ま

な
ら
な
い
。
消
灯
の
瞬
間

ま
で
は
机
上
仕
事
を
し
て

い
る
た
め
、
一
瞬
で
真
っ

暗
に
。
ま
た
事
務
開
始
に

は
点
灯
で
、
ま
ぶ
し
く
て

ど
ち
ら
も
目
に
悪
く
職
員

の
健
康
を
考
え
な
い
行
為

で
は
？

例
外
規
定
は
あ
る
け
れ
ど

【
近
畿
・
兵
庫
県
支
部
】

　

現
場
で
不
評
を
買
う
マ

ス
キ
ン
グ
策
。

　
「
業
務
の
性
格
上
、
マ

ス
キ
ン
グ
又
は
イ
ニ
シ
ャ

ル
化
が
適
当
で
な
い
場
合

…
」、「
多
数
の
取
引
先
が

記
載
さ
れ
て
い
る
場
合
」

な
ど
は
例
外
規
定
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ

こ
そ
個
人
情
報
が
た
く
さ

ん
詰
ま
っ
て
お
り
、
論
理

矛
盾
で
す
。

　
　
　
　

◇

▼
職
員
同
士
の
会
話

・
注
意
喚
起
は
分
か
る
け

ど
、
こ
こ
ま
で
仕
事
に
支

障
が
あ
る
マ
ス
キ
ン
グ
を

命
令
さ
れ
る
と
、
調
査
官

は
、
マ
ス
キ
ン
グ
し
た
こ

と
に
し
て
生
の
資
料
を
持

ち
出
す
と
い
う
事
態
に
な

ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う

な
っ
て
い
く
と
職
員
個
々

の
や
る
気
は
落
ち
て
い
く

の
で
し
ょ
う
な
ぁ
。

・
そ
れ
が
一
番
懸
念
さ
れ

る
こ
と
で
す
よ
ね
。
庁
や

局
に
対
す
る
職
員
の
信
頼

度
が
落
ち
て
い
く
。

　

そ
れ
は
避
け
な
い
と
い

け
な
い
で
す
ね
。

　
　
　
　

◇

　

庁
・
局
施
策
と
現
場
実

態
が
乖
離
し
す
ぎ
は
具
合

が
悪
く
、「
求
め
す
ぎ
」

と
い
う
ほ
か
な
い
代
物
で

す
。

部
下
職
員
の
様
子
を
監
視

【
北
陸
地
連
】

　

職
員
の
身
上
把
握
を
す

る
た
め
に
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
を
す
る
だ
け
で
は
な

く
、
日
頃
か
ら
部
下
職
員

の
様
子
を
監
視
し
て
い
る

幹
部
が
い
る
。
ま
た
、
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
が
、
優
れ

た
リ
ー
ダ
ー
の
条
件
と
言

わ
ん
ば
か
り
に
、
事
務
管

理
を
徹
底
し
て
い
る
。

　
〈
解
答
〉

　

黒
1
の
取
り
が
好
手
。
白

2
に
は
黒
3
、
5
で
白
死
で

す
。
黒
1
で
5
は
白
イ
黒
3

白
ロ
で
失
敗
。
白
2
で
イ
な

ら
黒
3
ま
た
は
ハ
で
白
死
で

す
。

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

安 按庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵

鞍
杏

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

東
日
本
大
震
災
・
私
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
日
誌

　

震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
痛
感

　
　
　
　

「
復
旧
に
は
程
遠
い
実
態
」

　
　
　
　

近
畿
地
連
・
南
大
阪
支
部　

松
本　

修
さ
ん
に
聞
く
（
第
1
回
）

Q
：
何
故
、
東
北
被
災
地

ま
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

行
っ
た
の
で
す
か
？

A
：
阪
神
大
震
災
の
時
、

何
も
出
来
な
か
っ
た
こ
と

が
心
の
隅
に
ず
っ
と
く
す

ぶ
っ
て
い
た
し
、
３
月　
１１

日
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
を

見
る
度
に
涙
が
出
て

…
…
。
1
0
0
0
年
に
一

度
の
大
災
害
に
何
か
行
動

し
な
い
と
後
悔
す
る
と

思
っ
て
…
…
。

Q
：
よ
く
決
断
さ
れ
ま
し

た
が
、
何
故
岩
手
県
に
？

A
：
岩
手
県
遠
野
市
の

「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
遠
野
ま
ご
こ
ろ

ネ
ッ
ト
」
が
住
民
の
力
で
３

月　

日
に
誕
生
し
、
被
災
地

１７
復
旧
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
拠

点
と
し
て
、
大
槌
町
、
釜
石
、

陸
前
高
田
市
等
で
支
援
活
動

を
し
て
い
た
か
ら
で
す
。

Q
：
費
用
は
い
く
ら
か
か
り

ま
し
た
か
？

A
：
部
門
旅
行
を
取
り
止

め
、
新
幹
線
と
夜
行
バ
ス
で

4
万
円
。
長
靴
や
ヘ
ル
メ
ッ

ト
等
作
業
道
具
で
1
万
円

弱
。
自
炊
費
用
で
2
万
円
、

合
計
7
万
円
で
し
た
。

Q
：
現
地
の
様
子
は
？

A
：
復
旧
に
は
程
遠
く
、
あ

と　

年
以
上
か
か
り
ま
す

10
よ
。
半
壊
の
家
の
壁
に
は
白

ペ
ン
キ
で
「
○
」「
×
」
が

　

８
月　

日
か
ら
一
週
間
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
に
近
畿
地
連
組
合
員
三
名
が
ボ
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ラ
ン
テ
ィ
ア
に
向
か
い
ま
し
た
。
今
号
か
ら
４
回
に
分
け
て
、
参
加
者
の
お
一
人
・
松
本

修
さ
ん
（
南
大
阪
支
部
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
お
伝
え
し
ま
す
。

半
壊
の
家
の
白
ペ
ン
キ
と
は
？

○
は
遺
体
発
見
、×
は
死
亡
確
認
の
意
味

被災地支援ボランティアに参加した、近畿地連南大
阪支部の左から明石、上田、松本の3氏

塗
ら
れ
て
あ
り
、「
○
」
は
遺

体
発
見
、「
×
」
は
死
亡
確
認

と
い
っ
た
生
々
し
い
チ
ェ
ッ

ク
の
痕
跡
が
残
っ
て
い
ま
し

た
。
行
政
の
や
っ
て
く
れ
る

こ
と
は
遅
い
し
限
定
的
で
、

幹
線
道
路
沿
い
は
き
れ
い
で

も
街
の
裏
通
り
は
ま
だ
ま

だ
。
海
岸
線
か
ら
奥
ま
っ
た

地
域
で
は
、
７
月
に
や
っ
と

重
機
が
入
っ
た
状
況
で
す
。

そ
こ
で
の
作
業
は
、
私
た
ち

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
流
で
、

ま
だ
ま
だ
続
き
ま
す
。

国税庁10年経っても検討中
　　　　　女性登用の数値目標

　

女
性
部
は　

月　

日

10

14

（
金
）、
国
税
庁
と
交
渉
を
行

い
ま
し
た
。
交
渉
で
は
、
女

性
登
用
で
の
数
値
目
標
設
定

や
男
性
職
員
並
の
処
遇
、
内

部
事
務
一
元
化
や
マ
ス
キ
ン

グ
な
ど
の
仕
事
、
行　

職
員

（二）

や
非
常
勤
職
員
の
要
求
課
題

な
ど
、
全
て
の
女
性
職
員
が

健
康
で
い
き
い
き
と
働
き
続

け
ら
れ
る
職
場
の
実
現
を
求

め
ま
し
た
。

　

交
渉
に
は
、
豊
田
中
執
を

は
じ
め
５
名
の
女
性
組
合
員

が
参
加
。
当
局
側
は
青
木
総

務
課
長
補
佐
が
対
応
し
ま
し

た
。

　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

女
性
部
は
冒
頭
、
登
用
計

画
で
の
数
値
目
標
の
検
討
状

況
を
確
認
。
当
局
の
回
答
が

「
政
府
の
見
直
し
か
ら
１
年

近
く
経
つ
が
、
検
討
中
で
あ

り
策
定
中
」
に
と
ど
ま
っ
た

こ
と
に
対
し
、「
女
性
職
員

が
税
大
研
修
対
象
外
の
時
代

か
ら
処
遇
改
善
を
要
求
し
て

き
た
。
若
手
育
成
で
も
内
部

事
務
で
も
女
性
職
員
が
中
心

で
、
登
用
に
何
も
問
題
は
な

い
。
登
用
拡
大
計
画
は　

年
10

経
っ
て
お
り
、
数
値
目
標
の

設
定
も　

年
間
要
求
し
て
き

10

た
。
ど
う
し
て
で
き
な
い
の

か
」
と
追
及
し
ま
し
た
。
こ

れ
に
対
し
、
当
局
も
「
改
め

て
関
係
部
所
に
伝
え
る
」
と

の
回
答
を
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
女
性
登
用
が
今

ま
で
よ
り
倍
近
く
な
っ
て
い

る
状
況
が
あ
る
一
方
で
、
若

手
抜
擢
が
目
立
っ
て
い
る
。

女
性
登
用
で
は
、
年
次
採
用

者
へ
の
６
級
ポ
ス
ト
発
令
を

せ
よ
」
と
の
要
求
に
、
当
局

は
「
期
別
や
年
齢
で
人
事
は

行
っ
て
い
な
い
」
と
の
従
来

回
答
に
終
始
。
女
性
部
の

「
研
修
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
女
性
が
あ
と　

年
位
在
職

12

す
る
。
切
り
捨
て
る
な
」
と

の
追
及
に
も
、「
人
事
当
局

へ
伝
え
る
」
と
の
回
答
に
と

ど
ま
り
ま
し
た
。

◆中心テーマ
『日本再生への税財務政策を検証する』
 —国民本位の税財務・税務行政をめざして
1月7日・全体集会（13時開会〜17時）
1月8日・分科会及び全体集会（9時〜15時）
◆講演・特別報告
講演＝石川康宏氏（神戸女学院大学教授）
◇東日本大震災後の
　　　　世界・日本経済の動向（仮題）
特別報告＝樫山茂・近畿地連執行委員
　　　　　　　　　　　　　　　　（予定）
◇消費税諸問題について（仮題）
会　場　大阪府池田市　不死王閣
JR川西池田駅よりバス  ☎072‐751‐3540
　　　　　　　【参加申込は本部まで】

第　

回
税
研
全
国
集
会
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（土）

（日）

＝要求書前文（抜粋）＝
　東日本大震災を経て初めての確定申告を迎えます。

この間の申告相談などの経験から被災地署などでの対

応は個別相談・長時間相談になることは必至です。

　10月28日、国税庁は仙台局での申告相談の全国から

派遣、電話相談のため大阪局サテライトへの派遣を伝

達してきました。

　この応援・職員派遣については、職員の健康と労働環

境を守り、職員の希望を第一にするよう求めます。

　こうした状況の下では従来に増して「地獄の確申期」

としないために、従事人員の大幅増員と局署・挙署一体

の確立で、超勤削減、健康第一、均質な納税者サービス

を掲げる確申期とするよう以下要求します。

健康第一の確申期を

曳 栄叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡叡

女
性
部
交
渉

　全国税は11月10日、国税庁に確定申告期要求書を提出

しました。

女性登用の数値目標策定の遅れなど追及する女性部員

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡

曳
栄

叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
叡
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